
8 月 22 日 B 会場［ロイトンホール］ 

B1-1 瀰漫性軸索損傷による遷延性意識障害患者がトイレで排泄できるまで 
鈴木 千香子 1、中井 基之 1、船渡川 由紀 2、高橋 州平 3、中村 博彦 3 

 社会医療法人 医仁会 中村記念病院 1理学療法科 2看護部 3脳神経外科 

B1-2 高次脳機能障害患者の排便機能促進訓練について

西田 香織、皆吉 あづさ、西島 摩耶、水本 紗矢香、土井 由紀子、龍 洋子

村岡 範裕、重森 稔

柳川リハビリテーション病院

B1-3 頭部外傷後遷延性意識障害患者の関節可動域制限の調査

本多 和成 1、平田 里恵 1、松本 未来 1、小寺 剛志 1、中村 龍 2

萬代 眞哉 3、衣笠 和孜 3 

自動車事故対策機構 岡山療護センター 診療部 

1リハビリテーション科 2麻酔科 3脳神経外科 

B1-4 脳血管障害における三次元動作解析装置を用いた歩容変化の検討

佐々木 雄一 1,2,3、佐々木 祐典 1、岡 真一 1、中崎 公仁 1、佐々木 優子 1

浪岡 隆洋 1、浪岡 愛 1、森泉 茂宏 4、石合 純夫 2,3、本望 修 1 

札幌医科大学 1附属フロンティア医学研究所 神経再生医療学部門 

 2医学部リハビリテーション医学講座 3附属病院リハビリテーション部
 4森山メモリアル病院 

B1-5 遷延性意識障害患者の骨密度変化の検討

宍戸 賢悟、三浦 裕介、小寺 剛志、高橋 陽平、三宅 講二、本田 千穂 

梶谷 伸顕、衣笠 和孜 

独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター 診療部

B2-1 高次脳機能障害を呈した頭部外傷例に対する歩行練習

～Pacer Gait Trainer の使用経験～

大鹿糠 徹 1、関 崇志 1、阿部 浩明 1、長嶺 義秀 1、藤原 悟 2 

広南病院 1東北療護センター 2脳神経外科 

一般演題 B1   9：00～9：40 

『リハビリテーション１ 評価・ADL』  
座長： 前島  伸一郎 藤田保健衛生大学 リハビリテーション医学Ⅱ講座

一般演題 B2    9：40～10：20 

『リハビリテーション２ 機器・装具』  
座長： 中井 基之 社会医療法人 医仁会 中村記念病院



B2-2 遷延性意識障害患者に IVES を用いた上肢機能訓練の経験

鈴木 宏美 1、関 崇志 1、道又 顕 2、阿部 浩明 1、長嶺 義秀 1、藤原 悟 3 

広南病院 1東北療護センター 2リハビリテーション科 3脳神経外科 

B2-3 慢性期重度頭部外傷患者に対する視線入力装置の試み

石田 茉里奈 1、小林 球記 1、児島 美智子 1、安中 恵 1、内野 福生 2小瀧 勝 2 

自動車事故対策機構 千葉療護センター 1リハビリテーション科 2脳神経外科  

B2-4 携帯電話の音声認識機能を用いて構音訓練を行った頭部外傷後遷延性意識

障害患者の一例 

中村 千恵 1、酒井 那実 1、加藤 玲子 2、村川 孝彰 2、伊藤 純一 2

池場 亜美 1、槇林 優 1、浅野 好孝 1、篠田 淳 1 

木沢記念病院 1中部療護センター 2総合リハビリ部 

B2-5 当院のリハビリテーションにおけるTablet 端末の使用経験と今後の課題 
河野 美香子、宍戸 賢悟、奥野 奈保美、百代 貴子、上野 照雄

藤原 洋子、本多 和成、中村 龍、萬代 眞哉、衣笠 和孜 

独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター 診療部 

B3-1 覚醒とパフォーマンスとの関連性 ～ＤＶＤ観賞を通して～ 
太田 育実 1、伊藤 拓海 1、伊藤 優美 1、鈴木 千香子 1、中井 基之 1 

高橋 州平 2、中村 博彦 2

社会医療法人 医仁会 中村記念病院 1理学療法科 2脳神経外科 

B3-2 意識障害患者の意思表出の向上を目的に上肢運動と認知機能を刺激した 
楽器活動について

奥村 由香、金高 織江、東 和歌奈、石川 明奈、田原 香里、槇林 優

浅野 好孝、篠田 淳 

木沢記念病院 中部療護センター 

B3-3 意識障害に対する口腔内刺激訓練の効果 ～近赤外線分光法による検討～ 
河井 恵介 1、原田 淳 2、森 伊津子 1、塚本 彰 1、糸川 秀人 3

厚生連高岡病院 1リハビリテーション部 2脳神経外科 3リハビリテーション科 

B3-4 呼吸器管理を要する重症脳卒中患者に対する急性期リハビリテーション 
上田 正之 1、古澤 光 1、諸井 孝光 1、河野 美香 1、渡邊 智恵 1 
野津手 恵子 1、内田 里香 1、上田 孝 2、宮崎 紀彰 3

医療法人社団孝尋会 上田脳神経外科  

1リハビリテーション部  2脳神経外科 3麻酔科 

一般演題 B3                              10：20～11：00 

『リハビリテーション３ 意識障害・高次脳機能障害・リスク管理』  
座長： 長嶺  義秀      広南病院 東北療護センター



B3-5 頭部外傷後遷延性意識障害患者における肺炎罹患状況 
―経時的調査と発生要因の検討― 

大塚 誠士、岩井 歩、田原 香里、森 美香、伊藤 純一、横山 奈美

槇林 優、浅野 好孝、篠田 淳

木沢記念病院 中部療護センター 

 

B4-1 遷延性意識障害家族への支援～リハノート・動画を活用して～ 
久保田 浩章、畠中 由佳里、野畑 香織、三家 嘉顕、中村 圭輔

三浦 菜穂美、奥田 彩佳

社会医療法人 医仁会 中村記念病院 作業療法科 

B4-2 意識障害患者の開口不全に対する共同リハビリの有用性 
河野 美香 1、上田 正之 1、古澤 光 1、諸井 孝光 1、渡邊 智恵 1 

野津手 恵子 1、内田 里香 1、上田 孝 2、宮崎 紀彰 3

医療法人社団孝尋会 上田脳神経外科 

1リハビリテーション部  2脳神経外科  3麻酔科 

B4-3 NASVA 短期入院制度におけるリハビリテーション介入の有用性について 
鎌田 康広 1、光増 智 2、岡 亨治 3、中村 博彦 4

社会医療法人 医仁会 中村記念南病院 
　1作業療法科  2リハビリテーション科  3脳神経外科 
4社会医療法人 医仁会 中村記念病院 脳神経外科 

B4-4 当院における NASVA 短期入院の傾向とリハビリテーション視点からの 
調査分析

野宮 崇生 1、中村 博彦 2、岡 亨治 3、光増 智 4

社会医療法人 医仁会 中村記念南病院 

 1理学療法科 3脳神経外科  4リハビリテーション科 

  社会医療法人 医仁会 中村記念病院  2脳神経外科 

   

B5-1 意識障害患者への聴覚刺激の効果の検討 
～身体症状・脳酸素飽和濃度変化の視点から～ 

菊池 香乃子、新井田 智子、長能 みゆき、岩淵 聡

東邦大学 医療センター 大橋病院 

一般演題 B4  11：00～11：35 

『リハビリテーション４ 家族支援・その他』  
座長： 衣笠  和孜      岡山療護センター

一般演題 B5  11：35～12：10 

『看護（１）刺激治療・その他』  
座長： 山本  隆充 日本大学医学部 先端医学講座応用システム神経科学



B5-2 脳神経外科患者の嗅覚刺激による前頭葉脳血流変化の検証 
藤村 雅子、池永 奈緒、丸田 雄一、城美 愛、河村 依利子、波多 真理

服部 良典、鈴木 倫保 

山口大学医学部付属病院 看護部 

B5-3 睡眠薬、ゾルビデム使用による遷延性意識障害患者の覚醒治療を試みた 1 例 
松原 保 

きせがわ病院 

B5-4 クモ膜下出血患者の術後における苦痛要因 
佐藤 悠子、齊藤 理絵 

秋田県立脳血管研究センター SCU 

『てんかんと意識障害』

溝渕 雅広

社会医療法人 医仁会 中村記念病院 神経内科 

B6-1 NST 活動における BIA (bioelectrical impedance analysis)の有用性 
横山 知幸 1、川本 佑美 2、草野 こず恵 3、高橋 洋平 4、本多 一成 5

梶谷 伸顕 6、水元 志奈子 1、西郷 典子 1、渡辺 幸恵 1 
独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター 

1看護部  2栄養科  3薬剤科  4臨床検査科 5リハビリテーション科  6外科 

B6-2 BIA 法により測定された BCM を用いた補正筋肉量の有用性の検討 
草野 こず恵 1、川本 佑美 2、渡邉 幸恵 3、西郷 典子 3、水元 志奈子 3 
横山 知幸 3、高橋 陽平 4、本多 和成 5、衣笠 和孜 7、梶谷 伸顕 6 
独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター 

1薬剤科 2栄養科 3看護部 4検査科 5リハビリテーション科 6外科 7脳神経外科 

B6-3 外傷性遷延性意識障害患者の経年的な体組成の比率変化ー第２報ー 
  渡邉 幸恵 1、川本 佑美 2、西郷 典子 1、水元 志奈子 1、横山 知幸 1 

高橋 陽平 5、草野 こず恵 3、本多 和成 4、梶谷 伸顕 6

独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター 

1看護部 2栄養科 3薬剤科 4リハビリテーション科 5臨床検査科 6外科 

ランチョンセミナーLS2    12：15～12：55 

座長： 喜多村  孝幸 日本医科大学 武蔵小杉病院 脳神経外科

共催：  大塚製薬株式会社

一般演題 B6  13：00～13：50 

『栄養管理 NST』  
座長： 梶谷  伸顕 独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター

岡   亨冶  社会医療法人 医仁会 中村記念南病院



B6-4 外傷性遷延性意識障害患者の BMI はいくらぐらいが適切か 
  梶谷 伸顕 1、西郷 典子 2、水元 志奈子 2、渡邉 幸恵 2、横山 知幸 2 

草野 こず恵 3、川本 佑美 4、高橋 陽平 5、本多 和成 6

独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター 

1外科  2看護部 3薬剤部 4栄養部 5臨床検査部 6リハビリ 

B6-5 意識障害者における糖質制限食の有効性について 
元木 由美、大野 剛資、阿部 日登美、長尾 優子、武久 洋三 

医療法人 平成博愛会 博愛記念病院 

B6-6 シスチン・テアニン投与による抗酸化作用 
  梶谷 伸顕 1、西郷 典子 2、水元 志奈子 2、渡邉 幸恵 2、横山 知幸 2 

草野 こず恵 3、川本 佑美 4、高橋 陽平 5、本多 和成 6、衣笠 和孜 7

独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター 

 1外科  2看護部  3薬剤部  4栄養部  5検査部  6リハビリテーション科  7脳外科 

 

B7-1 急性期意識障害患者の嚥下訓練について 
渡邊 智恵 1、上田 正之 1、古澤 光 1、諸井 孝光 1、河野 美香 1 
野津手 恵子 1、内田 里香 1、上田 孝 2、宮崎 紀彰 3 
医療法人社団孝尋会 上田脳神経外科 

1リハビリテーション部  2脳神経外科  3麻酔科 

B7-2 摂食・嚥下訓練が遷延性意識障害患者の意識賦活に及ぼす効果について 
浅野 さつき、兼松 由香里、石山 光枝、浅野 好孝、篠田 淳

木沢記念病院 中部療護センター 

B7-3 多職種協働で頚部の異常筋緊張抑制により，経口摂取へ移行できた一症例 
太田 智樹、安次富 満秋、池村 健、元木 由美、武久 洋三 

医療法人 平成博愛会 博愛記念病院 

B7-4 脳血管疾患患者の経口摂取獲得と意識レベル・端座位保持能力の関係 
  高山 幸芳 1、日高 可奈子 1、野崎 俊樹 2、立山 幸次郎 2、太組 一朗 2

足立 好司 2、喜多村 孝幸 2

日本医科大学 武蔵小杉病院 1言語療法室  2脳神経外科 

B7-5 頭部外傷患者におけるコミュニケーション能力と摂食機能との関連性の

検討

  稲垣 就平 1、酒井 奈美香 1、中村 博彦 2

社会医療法人 医仁会 中村記念病院 1言語療法科  2脳神経外科 

一般演題 B7  13：50～14：40 

『摂食・嚥下・口腔ケア』 

座長： 小西 正訓 社会医療法人 医仁会 中村記念病院



B7-6 口腔内観察項目における評価基準作成と口腔ケアの見直し 
村上 世津子、長濱 美根子、間山 和歌子、山片 りゅう子、鈴木 貴世美

太田 江里子 

黒石市 国民健康保険 黒石病院 

 

B8-1 療養病棟で実施した低酸素脳症患者への看護介入事例 
小川 晴美 1、矢野 理沙 1、山本 和代 1、戸田 由紀子 1、紙屋 克子 2

原川 静子 3、日高 紀久江 4

1医療法人徳洲会 大垣徳洲会病院          2筑波大学名誉教授 

3株式会社ナーシングサイエンスアカデミー  4筑波大学 医学医療系 

B8-2 辺縁系脳炎により意識障害のある患者の看護 
―睡眠・覚醒リズム確立へ向けた関わり― 

佐藤 愛弥

東北薬科大学病院 

B8-3 集中的な看護によって、固定したと思われた症状が改善した遷延性意識 
障害者の 1 例 
金田 憲司 1、深田 真樹 1、百代 貴子 2、宍戸 賢悟 2、片岡 恵美子 1 

松村 望東美 1、中村 龍 3、萬代 眞哉 3、衣笠 和孜 3 
独立行政法人自動車事故対策機構 岡山療護センター  

1看護部  2リハビリテーション部  3外科 

B8-4 遷延性意識障害から 2 年半後の意識障害改善の事例を経験して 
丸山 祐子、山崎 さよ子

埼玉医科大学総合医療センター 5 階東病棟 

B8-5 Bevacizumab 療法を施行した悪性神経膠腫患者に対する QOL 向上に向けて 
の看護介入

海山 絵理、前田 恵子、森本 香奈子、橋田 由吏、高澤 千鶴、田宮 隆

三宅 啓介

香川大学 医学部附属病院 

B8-6 頭部外傷により重度の障害を残した患者の整容動作における看護の検討 
若山 希望、木村 千春、西岡 靖純、宮崎 裕子、蛯名 さとみ

社会医療法人 医仁会 中村記念病院 看護部 

一般演題 B8  14：40～15：30 

『看護（２）看護介入』  
座長： 日高  紀久江 筑波大学医学医療系

高橋 美香 社会医療法人 医仁会 中村記念病院 看護部



1  家族会の苦悩と希望 ～アンケート結果から 
桑山 雄次

全国遷延性意識障害者・家族の会

2  意識障害の新たな治療の展望 
難波 宏樹、杉山 憲嗣

浜松医科大学脳神経外科

3  脳卒中による遷延性意識障害の現状と課題 
鈴木 明文

秋田県立脳血管研究センター

B9-1 療護看護プログラムの少人数制伝達講習会実施による看護スタッフの 
意識の変化

高野 朋実 1、小山 令江 1、工藤 陽子 1、阿部 淑子 1、遠藤 裕司 1 

栗村 由紀子 1、川熊 のぶい 1、長嶺 義秀 2、藤原 悟 3

一般財団法人 広南会 広南病院 東北療護センター 

1看護部  2診療部  3脳神経外科 

B9-2 ＮＡＳＶＡ療護施設における新看護プログラム 
野津 真生

独立行政法人  自動車事故対策機構審議役 

B9-3 新看護プログラムの効果と意識的介入との関係性―評価表からの一考察― 
竹内 葉子、竹本 修代、秋広 由美子

自動車事故対策機構 千葉療護センター 看護部

B9-4 急性期病院で意識障害・廃用性症候群患者生活行動回復プログラムを 
取り入れた実践報告

岡本 元美、宇佐見 希子、外山 まゆ、松井 あかね、兼松 由香里

土屋 郁恵、浅野 さつき、石山 光枝

社会医療法人厚生会 木沢記念病院 

サテライトシンボジウム     15：30～16：55 

『遷延性意識障害～展望と現状課題～』  
座長： 高橋  弘 医療法人景雲会 春日居サイバーナイフ・リハビリ病院

一般演題 B9  17：00～17：35 

『看護(３) 看護プログラム』  
座長： 紙屋  克子 筑波大学 名誉教授



B10-1 褥瘡予防に関する職員への意識調査 
長谷川 香、古林 慶祐、池田 のぞみ、佐藤 和美、小林 麻美、千葉 絵里子

谷口 久美子 

社会医療法人医仁会 中村記念南病院 看護部 

B10-2 遷延性意識障害患者褥瘡難治例の検討 
白坂 有利 1、石垣 泰則 2

城西クリニック 1脳神経外科  2神経内科 

B10-3 エアマットレス使用患者に介護用グローブで圧抜きをした時の褥瘡予防に 
関する試み

片岡 真由美、中辻 由香、金森 敏光、鈴木 栄、瀬戸 範子、土岐 美香子 

社会医療法人 医仁会 中村記念病院 看護部 

B10-4 意識障害患者に対するクーリングの有効性 
八木野 健太、下川 正樹、加藤 武大、秋元 麻衣、金高 薫利、高安 麻紀

渡邉 留奈、田中 緑、水成 隆之、佐々木 優子 

日本医科大学 千葉北総病院 脳神経センター 

B10-5 アロマオイルを使用したフットマッサージの効果の検証 
中村 智之 1、小山 令江 1、及川 智美 1、北條 加奈 1、栗村 由紀子 1 
川熊 のぶい 1、長嶺 義秀 2、藤原 悟 3

一般財団法人 広南会 広南病院・東北療護センター 

1看護部  2診療部  3脳神経外科 

一般演題 B10    17：35～18：20 

『看護(4) 褥瘡・その他』  
座長： 水成  隆之 日本医科大学 脳神経外科

芳賀 理己 社会医療法人 医仁会 中村記念病院 看護部
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